
埼玉県立本庄高等学校定期総会 平成 29年 6月 17日 (土)

● 平成 29年 度の第 1学期がスタートしました。

始業式に先立って、新任式が行われ、22名 の新転任の先生方を迎えました。

始業式での校長先生の講話は、本校の目指す学校像について話され、次にノーベル物理

学賞を受賞した天野浩教授の講演会での話

から 「学ぶことの意味と楽しさ」について

お話をされました。

最後に 「1.挑 戦、2.自 立、3.貢 献」の

3つのメッセージを生徒に送りました。

式の締めくくりは、新年度の開始にふさわしく、全員が大きな声で校歌を斉唱しました。

● 4月 10日 、桜花爛漫の中、平成 29年 度全国制の入学式が挙行されました。新入生3

28名 の入学が許可され、今年度、本庄高校全日制は、987名 の生徒でスタT卜 する

ことになりました。新入生は、やや緊張した面持ちで式に臨みましたが、その態度は立

派なもので、特に、新入生代表生徒の 「誓いの言葉」には、希望とやる気が満ちていま

した。本庄高校での3年間が、楽しく充実したものになるよう、上級生、教職員一同応

援しています。

4月 17日 (月)、1年次生対象に 「学習法講座」が行われました。今回のテーマは、学

習法講座 1で 「学習観を見直す」、学習法講座2で 「学習法を見直す」でした。講師は、

本校の西尾先生です。生徒はメモを取りながら真剣に聞いていました。次国の講座がま

た楽しみです。

4月 27日 (木)、生徒会主催の新入生歓迎ハイキングが実施されました。行先は、大久

保山 (早大本庄校地内を含む)及 び本庄総合公園方面です。全校生徒が 64の 班に分か

れて、グループごとに順次出発 し、地図を基に決められたコースのチェックポイントを

巡りました。生徒は自主的にゴミ袋を持参し、自分たちの出したゴミの持ち帰りと沿道
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のゴミ拾いも行いました。当日は、ハイキング日和の

ちょうど良い気候になり、自然に親しみながら、先輩後

輩の垣根を超えて交流を深めることができました。

5月 2日 (月)、6、 7時間目の時間を使って離任式が行われました。この春の人事異動
でご退職 。ご転勤された先生方のうち6名の方がおいでくださり、本庄高校の生徒たち
へ愛情あふれるメッセージを送ってくださいました。生徒たちは先生方の思いをしっか

りと受け止め、本庄高校がさらに素晴らしい学校になるよう努力してくれるものと思い

ます。また、同日、離任式の前に、「オーストラリア・ターム留学報告会」が行われまし

た。3年生の稲村莉英さんが2月 1日から3月 17日 までの7週間を過ごしたオースト

ラリアの様子についてパワーポイントを使って分かりやすく紹介してくれました。

5月 16日 (火)、第 1回特進集会が行われました。特進クラスの 1年次生と2・ 3年次

生の先輩との顔合わせです。進路 ・学習に向けたモチベーションアップを目的に行われ

ました。今年度は、 1年 次から3年次まで3クラス合計 122名 の生徒が特進クラスに

所属しています。先輩からは、国語における音読の重要性、苦手教科の克服法、勉強と

部活動の両立、大学の具体的な目標とイメージを持つことは 切さなど、とても参考に

なる話を聞くことができました。
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● 6月 2日 (金)、前夜の雨の影響が心配されましたが、開始を 30分遅らせて予定通り体

育祭が開催されました。本庄高校の体育祭は、全学年を8つのカラーに分けてブロック

対抗で競い合います。企画から進行 ・運営全般は生徒会が担当し、会場準備 3用具 ・決

勝 ・記録などは運動部の役割分担がしっかりできており、安全で楽しい体育祭を実現し

ています。保護者 白家族の方々約 700人 が見守る中、最後の種目 「ブロック対抗リレ
ー」で雰囲気は最高潮に達しました。初夏の一日、本高生のパワーが爆発しました。

6月 3日 (土〕～4(日)に本庄市民文化会館で書道部、美術部、漫画研究部合同展示会が

開催されました。 6月 4日 十日)には、吹奏楽部第56固 定期演奏会も開催され多くのお

客様にご来場いただき、日頃の成果を見ていただくことができました。次国の発表は9

月9日 (土)の 文化祭になります。さらに良い発表ができるよう頑張りますので、応援

よろしくお願いします。

●



● 6月 13日 (火)進 路講演会が行われました。本庄高校では、毎年、本高生の視野を広
げ、自己の生き方や進路を考える契機とするために、主に卒業生を講師として招いて、
進路講演会を実施しています。今年度は、本校卒業生であり埼玉県経営者協会専務理事

である根岸茂文先生を講師としてお招きし、「チャレンジすることの大切さ、そして働く
ことの素晴らしさ」というテーマでご講演いただきました。先生の言葉の一つ一つが生
徒一人一人の心に響きました。

☆部活動の活躍

Oバ レーボール部男子 北 部支部春季大会 優 勝 4/22～4/23

0陸 上部男子 全 国高校総体埼玉県予選会 3000mSC・5000m 決勝進出 5/12～5/15

0体 操部女子 全 国高校総体埼玉県予選会 団 体 7位 6/9～6/11

男子バレーポール部 体操部 陸上競技部

牛
徒 15名派遣卜＼

クトリア州 ・メルボルン市 7/28～8/7

自然科学部門参加 8/2～ 8/4

物す本庄高
・地学 ;浦和高校  ・ 化学 ;大宮高校

月

(アメリカ・ブラジルヘ)

(アメリカ・ブラジルより)

☆今後の予定

Oオ ニストラリア研修

○全国高校総合文化祭

・物理 ;川越高校

O□ ―タリークラブ交換留学 8月 ～来年 7
・派遣 ;生徒 2名
・受入 ;生徒 2名

O文 化祭 9/9(土 )

06月 下旬～lo月中旬 防 球ネット設置工事 (第2グラウンド)
O修 学旅行 広 島・大阪方面 10/11～10/14
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本校は、大正 11年 (1922年 )に埼玉県立本庄中学校として開校しました。定時制課程は、

昭不□23年 (1948年 )9月 に開設され、今年で70年 目を迎えます。本庄 ・深谷地域では唯
一の夜間定時制高校であり、社会で自立できる確かな力の育成に取り組んでしヽます。

10代 はもちろん、20代 、そして 6① 代にもなる仲間たち、 1年 生から4年 生までの 10

0人 近くが、昼間は働き、夜は意欲をもって勉学に励んでしヽます。

本校では 2つ のことを大切にしております。一つ目は、「社会人としての基礎を身につけよう」

としヽうことです。二つ目は、「授業を大切に」としヽうことです。

生徒一人一人を大切にし、しっかりと向き合う本庄高校定B書制で学んでみませんか !

本庄高等学校 /7i―ムパージ 起暗缶じの誤程 筋徳認朝物 よクー番思抜粋

<本 庄高校 「定時制の課程」の特色と魅力>

①本庄・深谷地域における唯一の夜間定時制課程を設置してしヽる高校であり、本校に対す
る地i或のニーズや期待も、これまで以上に大きくなつてきてしヽます。

②生徒一人一人をきめ網かく指導するために、国語、数学、英語で少人数授業の習熟度別

授業を展開してしヽます。また、県教育委員会による定時制教育推進指定事業 (詳細は下

記参照)の 指定を受け、事門的な矢□識を持った外部の支援員との連携により、生徒への
一層の手厚しヽ支援 ・サポートを展開してしヽます。

③本校定時制課程は首通科ですが、在学中の資格取得によって就職に備えるために、商業

科目 (ビジネス情報、簿記など)を 教育課程に置しヽてしヽます。生徒には、資褐取得や検

定合格に向けて受検を呼びかけるとともに、個居」指導にも取り組んでしヽます。

④近年、夜間定時制高校の学校給食が民間委託に移行したり、あるしヽは他県などでは縮小 ・

廃止となつたりしてしヽる傾向の中、本校では、現在も職員 (業務主任)に よる手作りの

給食を提供し、生徒の健康面や栄養面での維持増進に努めています。

<平 成29年 度 本 庄高校定時制における県教育委員会指定事業一覧>

●多文化共生推進事業

外国籍等により日本語指導を必要とする生徒に対し、外部の専門的支援員 (多文化共生推進

員)が 学習面や生活面での支援 ・サポートを行います。

●高校生就職支援アドバイザー派遣事業

就職支援に関して専門的な知識 ・経験を持つ外部の専門的支援員 (就職支援ア ドバイザー)が 、生徒及び教

職員への指導 ・助言を行います。

●学習サポーター派遣事業

定Bき制高校生の基礎学力の定着や学習意欲の向上を図るため、外部の支援員 (学習サポーター)が 生徒の学

習支援を行います。本校定8寺制では、始業前の日本語教室、 1・ 2年 生数学の授業で学習サポーターが生徒ヘ

の個届」指導や、学期末の放課後に、補習を実施し学習サポーターによる学習支援を行つてしヽます。

●地域の多様な人材との連携による高校生自立支援事業

今年度から、定時制高校生の自立に向けた社会的な居場所作りを育み、社会的・職業的自立に必要な力を育
成するために、外部の専門的な教育力を活用し、NPO法 人と連携し、個人指導面談、ソーシャルスキルトレ
ーエング、社会体験活動を実施します。



<虚 購 鋼 近 擁 >

●平成 29年 度入学式

4月 1イ 日 (火)、定B書制課程の入学式を挙行しヽたし

ました。20名 の新入生たちは、期待と不安でしヽっぱい

の気持ちだったと思しヽますが、新たな高校生活のスター

トに向けて頑張ろうと言う意気込みが表情に表れてい

ました。同窓会役員の皆様を始め多くのご来賓の力泉に

ご臨席いただきました。

●始業前の日本語教室を開始

5月 16日 (央)か ら、日本語指導を必要とする生徒

に対し、外吉Bの専門的支援員 (多文化共生推進員)に よ

る日本語教室を実施してしヽます。参加する生徒ほ月曜日

から木8程日までの週 4日 、始業前に登校し、熱心に学

習してしヽます。i受業中の個届」指導も行つてしヽます。

また、学習サポーターによる1・2年 生の数学のi受業

補助や、学期末の欠点防止 ・解消を目的とした補習も実

施しています。

●生徒総会

6月 2日 (金)、平成 29年 度第 1回 目の生徒総会を

本校視聴覚窒で開催しました。生徒会長が議長になり、

富」会長や記録 ・会計等の生徒会役員が議事につしヽて報

告 ・提案をしました。

【議事】

1 議 長の選出

2 平 成 28年 度事業報告

3 平 成 28年 度生徒会決算報告

4 平 成 29年 度事業計画案

5 平 成 29年 度生徒会予算案

総会に参加していた生徒たちも、生徒会役員が報告 ・

提案する内容を、真父」に間しヽていました。    |

今年度の生徒会関係事業(柏樹祭に向けた廃油石け

ん作 り、生活体験作文 と発表会への参加、還足、

映画鑑賞会、予餞会)と 、それに伴う予算は、すべて

7FK認されました。

入学式での新入生代表 「誓いの言葉」

始業前の日本語教室

議事を進める生徒会長と生徒会役員

真剣に説明を聞く生徒たち
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平成29年 5月 31日 (水)

本庄高校のマスコットキャラクター

「ほんたん」

鰹寵   載 壇亀札運奪醒黛遷醤貴鹸 軽鹸がず
1学 期も2ヶ 月が過ぎ、中PB3者査も終わったところですね。1学年の生徒の皆さんは学

校生活に慣れてきましたか? ま た、2～ 4学 年の生徒の皆さんはそれぞれ進級した学年

での順調なスタートを切ることができましたか?

それぞれ、学校生活に慣れてきて、楽しく毎日を送っていることと思います。ただ、慣

れてきたところで、4月 当初の始業式・入学式の国のことを思い出してくださしヽ。そして、

自のの目標を達成するため、国々のi受業や生活を大切にしてくださしヽ。

入学式(4/11) 式(5/12)

入学式の関式 新入生代表 「警いのことば」 転出した先生力の入場

<本年度着任された先生おから・・:■言メじセ■ジ1>

●‐小茂日 佳郁 教頭
私は、本庄高校に勤めるのは2回 目です。皆さんが本庄高校で力をつけて、社会に羽ばたいてしヽくお手伝しヽをし'

たいと思ってじヽます。個人的には、今、長野県上国市と京都にはまつてしヽます。皆さんようしくお願いします。
●千野 武 則 先 生 (商業)

本年度転動してきた千野武則です。生徒の皆さんとは、4年 生 lo名 (情処)を のぞいた生徒と■緒に勉強して
しヽますね。とても素直でi受業が楽ししヽです。今後ともよろ|し<|
●尾主 恵 吉 先 生 (保健体育)

人生は、攻める気持ち、向かってしヽく姿勢、やるべき時に全力でやる、冷静な判断力、めげす、懲りす、諦めす
の,bを持ち、日短是好日でがんばりましょう !

●辻 謙 治 担 当課長 (事務窒)
こんにちは。働きながら学ぶことは大変だと思います。学びをサポ■卜する制度もあるので、何かあったら事務
室に相談してくださしヽる

0小 谷野 久 美子 主 任 (事務窒)
こんにちは。曽さんとは証明書の発行や給食費の領収などでお世話になることが多しヽと思います。どうぞよるし
<お 願いします。

埼玉県立本庄高等学校 (定時制 )

TEL 0495(21)1195

http://WWwはhonj oTh,spec.ed=jp

〒367- 0 0 4 5  本 庄 市柏 1-4- 1

F A X  0 4 9 5 ( 2 5 ) 1 0 2 4
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